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  DPUB2は2022年3月31日、食品貿易会社で

あるAltan Joloo Impex社を訪問し、障害者

雇用に関する同社の方針と取り組みについ

て、管理・人事部長のツァサンチメグさん

からお話を伺いました。ツァサンチメグ部

長は、3月28日と29日にDPUB２が開催した

「ジョブコーチ入門セミナー」の参加者の

一人です。彼女が参加してくれたことで、

同社が障害者の雇用に関心があることが分

かり、改めて話を聞こうと、この日、同社

を訪ねることにしました。 

ツァサンチメグ部長によると、同社は以

前、内部障害者を一人、ドライバーとして

雇用していましたが、３カ月で退職してしまい、現在は誰も障害者を雇用できていないそうで

す。しかし、今後、従業員を117人から150人に増員する計画があり、４％の雇用枠を満たすため

には、障害者を６人以上雇用する必要があります。ササンチメグ部長は、企業の社会的責任

（CSR）の一環として障害者の採用を進める方法を学ぶために、DPUB2のセミナーに参加したのだ

そうです。 

ツァサンチメグ部長から話をうかがう中で、同社が他の企業と同様に、「障害者に頼める仕事

がない」「障害者の能力が低いのではないか」「経営陣が障害者を雇用する重要性を認識してい

ない」「仕事を探している障害者がどこにいるのか分からない」といった課題に直面しているこ

とが分かりました。 

 DPUB2は、まさに企業が抱えるこうした問題を解決し、モンゴルで障害者の雇用を促進するため

に始まりました。Altan Joloo Impex社と協力し、障害者雇用の良い事例を生み出していきたいと

考えています。 

   ４月上旬、DPUB2メンバーは、モンゴルで情報通信

事業を営むICTグループを訪問しました。当日は、人

事を担当しているナンディン・エルデネさんがあた

たかく迎え入れ、同社の障害者雇用の取り組みや、

抱えている課題について説明してくれました。 

 ICTグループは、Zeel、qPay、iMap、iTools、

Eclinicなど、オンラインで決済などができるアプリ

ケーションを開発したことで知られています。2011

年の設立以来、「適切な人材と、正しい判断で、正

しい未来を創ろう！」というスローガンを掲げ、革

新的な取り組みを続けてきました。

Altan Joloo Impex社のササンチメグ管理・人事部長 

（写真奥）との打ち合わせの様子 

1. 障害者雇用を検討するAltan Joloo Impex社との連携に向けて

続きは2ページにあります 

ICTグループ人事担当者のナンディン・エルデネさん  

（右から2番目）を囲んで

2. ICTグループを訪問「障害のある社員とコミュニケーションを改善した
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 United Nation’s Street-5, Chingeltei district 4th khoroo, Ulaanbaatar, Mongolia-15160    

Ministry of Labor and Social Protection 

 dpub.jica@gmail.com 

https://www.jica.go.jp/project/mongolia/030/index.html 
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JICAの「モンゴル国障害者就労支援制度構築プロジェクト」（通称DPUB）では、本日、企業啓発

セミナー1日目を実施しました。民間企業の人事担当者約30名と障害者団体からオブザーバー約20

名が参加しました。

午前中は行政官、DPUB千葉プロジェクトリーダーが講師を務め、モンゴルの新労働法に基づく納

付金、監査、日本の障害者就労事例などの講義が行われました。参加者はモンゴル国内の障害者就

労の現状と法律・規則に係る理解を深めました。  

午後は、(株)ミライロから来モしている石井専門家、原口専門家より、「障害者が企業にもたら

す価値」の講義が行われ、活発な意見交換と質疑応答が行われました。明日は車いすや白杖を使っ

た障害理解体験の実技があります。どうぞお楽しみに！  

現在、日本に住むモンゴル人の視覚障害者がリモートでシステムを行っているほか、身体障害者

と聴覚障害者が同社で事務職として働いているそうです。ICTグループが障害者の雇用に継続的に取

り組んでいることを知って、大変嬉しく思いました。  

その一方で、エルデネさんは、障害のある従業員とコミュニケーションを取る上で難しさを感じ

ているという悩みも話してくれました。だからこそ、彼らを理解し、より良い関係を構築するため

の方法を模索しており、そのヒントが得られることを期待して３月末のジョブコーチ入門セミナー

に申し込んだそうです。今回の訪問によって、障害者を雇用する上で企業が共通して抱えている問

題は何か、再確認することができました。これを踏まえ、DPUB２は今後、ICTグループとも協力して

障害者の雇用促進に取り組みたいと考えています。 

https://www.facebook.com/jicadpub1and2 

3. 企業啓発セミナーが行われました

労働社会保障省・障害者開発課ナランガラフ課長 DPUB2チーフアドバイザー千葉寿夫 

会場の様子 会場の様子 


